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1. 1. 1. 1. はじめにはじめにはじめにはじめに    

木村研究室では，垂直パニングによる音像定位
が可能な距離や高さの閾値を調整法によって測
定してきた[1]． 

今年度は先行研究とは異なる極限法を用いて
再度同様の実験を実施し，測定手順によってどの
ような相違が生じるか検討する． 

2. 2. 2. 2. 実験実験実験実験    

2.1. 2.1. 2.1. 2.1. 実験環境実験環境実験環境実験環境    

吸音ブース内において，40 インチディスプレ
イ（philips：BDM404065UC/11）の上下にスピー
カ 2 台を配置した．それぞれの測定における配置
図を図 1，2 に示す． 

2.2. 2.2. 2.2. 2.2. 実験条件及び手順実験条件及び手順実験条件及び手順実験条件及び手順    

音の種類（音声，白色雑音），映像の有無（な
し，あり），映像の位置（上，中，下）の 12 種類
（＝2×2×3）を測定条件として設定した． 

実験では常に図 3 に示すようなグリッド映像
を提示した．グリッド映像における縦と横の格子
の幅は 0.075 cm である． 

映像がある条件のときには，図 4 に示すように，

白色雑音のときはスピーカ，音声のときはエイリ
アンの映像を流し，音像の位置と映像の位置は一
致させた．特に，エイリアンの映像の場合は臨場
感を高めるために，口を閉じている映像と開いて

図 1 有効距離の測定における配置図 

（上：正面図，下：側面図） 

図 2 有効高さの測定における配置図 

（上：正面図，下：側面図） 

図 3 グリット映像 

図 4 実験映像 

（左：スピーカ，右：エイリアン） 



いる映像を組み合わせ話しているような映像に
した． 

視聴者 20 人に対して測定した．計 12 回の試行
の順序は視聴者ごとにランダマイズした．有効距
離の実験手順に関しては先行研究[2]の通りとし
た．有効高さの実験手順に関しては以下に示す． 

上昇による測定では，視聴者を垂直パニングに
よる音像定位が必ず発生する視聴高さである床
から 117 cm に配置し，音を提示した．その後，
視聴者に垂直パニングによる音像定位が発生し
ないと感じられる視聴高さまで，5 cm 刻みに椅
子の高さを上昇させ，垂直パニングが発生してい
ないかを問いかけ「はい」と答えるまで繰り返し
た． 

下降による測定では，視聴者を垂直パニングに
よる音像定位が必ず発生しない視聴高さである
床から 157 cm に配置し，音を提示した．その後，
視聴者に垂直パニングによる音像定位が発生す
ると感じる視聴高さまで，5 cm 刻みに椅子の高
さを下降させ，垂直パニングが発生しているかを
問いかけ，「はい」と答えるまで繰り返した． 

2.3. 2.3. 2.3. 2.3. 実験結果実験結果実験結果実験結果    

測定結果を図 5，6 に示す．エラーバーは 95%

信頼区間を表す．音の種類（2 水準），映像の有無
（2 水準）及び音像位置（3 水準）を要因とする
三要因分散分析（全て被験者内要因）[3]を実施し
たところ，有効距離については映像の有無の主効
果にのみ有意差が見られ，有効高さについては音
の種類と音像位置の 1 次交互作用のみに有意差
が見られた． 

先行研究[1]では，有効距離では映像の有無と
音像位置の主効果に有意差が見られ，有効高さで
は，音の種類の主効果，映像の有無と音像位置の
一次交互作用に有意差が見られた．この違いが生
まれた原因としては，測定方法の違いによること
の他に，実験における休憩時間の⻑さが異なるこ
とが挙げられる． 

3. 3. 3. 3. まとめまとめまとめまとめ    

本研究では垂直パニングの有効範囲を極限法
によって測定した．その結果，調整法よりも実験
条件による差が出ない結果となった．今後は，極
限法でも差が出るようにするために，実験の実施
の際には被験者の疲労感を考慮しておくことが
必要であると考えられる． 
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図 5 有効距離の測定結果 

図 6 有効高さの測定結果 


